
本
市
に
お
け
る
取
組
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＜基本方針１＞
生きることの包括的な支援として推進する

＜基本方針２＞
関連施策との有機的な連携を強化して総合的に取り組む

＜基本方針３＞
対応の段階に応じ、必要なレベルの対策を効果的に連動させる

＜基本方針４＞
実践と啓発を両輪として推進する

＜基本方針５＞
国 、地方公共団体、関係団体、民間団体、企業及び市民の役割を
明確化し、その連携・協働を推進する

＜基本方針６＞
自殺者等の名誉及び生活の平穏に配慮する
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△将来の夢 
△家族や友人との信頼関係
△やりがいのある仕事や趣味
△経済的な安定
△ライフスキル（問題対処能力）
△信仰
△社会や地域に対する信頼感
△楽しかった過去の思い出
△自己肯定感 　　　　　など

▼将来への不安や絶望
▼失業や不安定雇用
▼過重労働
▼借金や貧困
▼家族や周囲からの虐待、いじめ
▼病気、介護疲れ
▼社会や地域に対する不信感
▼孤独
▼役割喪失感 　　　　　など

△将来の夢 
△家族や友人との信頼関係
△やりがいのある仕事や趣味
△経済的な安定
△ライフスキル（問題対処能力）
△信仰
△社会や地域に対する信頼感
△楽しかった過去の思い出
△自己肯定感 　　　　　など

▼将来への不安や絶望
▼失業や不安定雇用
▼過重労働
▼借金や貧困
▼家族や周囲からの虐待、いじめ
▼病気、介護疲れ
▼社会や地域に対する不信感
▼孤独
▼役割喪失感 　　　　　など

生きることの促進要因 生きることの阻害要因＜

生きることの促進要因 生きることの阻害要因

＞

自殺対策によって促進要因を引き上げ、阻害要因を取り除く

人が生きることを選べるようになる

人が自殺するとき、自殺せざるを得ないとき
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職場環境の
改善

職場の悩み
相談

非正規
雇用対策

仕事の
悩み相談

子育て
支援

グリーフ
ケア ひきこもり

対策

アルコール
依存対策

進路相談

悩み相談

介護者支援
ペイン
クリニック

いじめ防止
自殺の0次予防

自殺
未遂者
支援

DV被害者
支援

犯罪被害者
支援

性被害者
支援

過労対策
職場の

メンタルチェック

精神科治療
メンタルヘルス

借金等
法律相談

就労支援

虐待を受けた
子どもへの
支援

事業主向け
相談

（融資等）

患者の
メンタルヘルス

高校中退者
支援

生活困窮者
自立支援
生活保護

家族調整

自殺対策

＝

生きることの包括的な支援
＝各生きる支援を
　示しています。

第
３
章

- 27 -



第
３
章

- 28 -



基本施策 重点施策 生きる支援
関連施策

自  殺  対  策

市民

家族

友人

 保健、医療、
福祉

消防、警察 労働、産業、税金

ＮＰＯ法人等の
民間の支援団体

民生・児童
委員等

職場の同僚、
近隣住民

  子育て支援、
教育

関 係 機 関 同 士 の 連 携と切 れ 目 のない 支 援

い つ で も 支 援 に つ な が れ る 地 域 づ くり
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基
本
施
策

地域におけるネットワークの
強化

府中市自殺対策関係機関連絡会の開催

(1)

ア

府中市自殺対策事例検討会の開催イ

精神保健（メンタルヘルス）に関する課題
を抱えている人への相談支援ウ

医療機関や警察・救急との連携促進エ

ア

特定の問題に関するネットワークの強化イ

自殺対策を支える人材の
育成

様々な職種を対象とする研修の実施ア

市民を対象とする研修の実施イ

市民への啓発と周知 様々な機会や媒体を活用した啓発の促進ア

自殺未遂者等への支援の
充実

児童・生徒のＳОＳの出し方に
関する教育

SOSの出し方に関する教育の充実に向けた取組の推進ア

地域におけるネットワークの強化

児童•生徒が発するSOSに関する支援体制づくりイ

〈 取 組 〉〈 施 策 〉

施  策  の  体  系  図

(2)

(3)

(4)

(6)

自死遺族等への支援の充実
自死遺族等への情報周知ア

自死遺族等支援グループヘの支援 イ
(5)
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重
点
施
策

子ども・若者の自殺対策の
推進

子どもに向けた支援の推進

生
き
る
支
援
関
連
施
策

市民一人一人の気付きと
見守りの促進

こころの健康を支援する環境
の整備とこころの健康づくり
の推進

適切な精神保健医療福祉
サービスを受けられるように
するための環境整備

子ども・若者のこころの健康
を支援する環境整備及び
自殺対策の更なる推進

民間団体との連携の強化

社会全体の自殺リスクを
低下させるための取組

ア

若者に向けた支援の推進イ

性的マイノリティ、性犯罪、性暴力被害者、 ひとり親家庭及び
医療的ケア児に対する支援の充実ア

相談の多様な手段の確保及びアウトリーチの強化イ

「共生型の居場所」づくりの推進・ネットワーク化ウ

その他の関連事業エ

自殺対策やこころの健康等に関する啓発ア

人権啓発をすることによる生きることの促進要因の増加イ

障害理解の促進による生きることの促進要因の増加ウ

市職員のメンタルヘルス対策の推進ア

地域におけるこころの健康づくり推進体制の整備イ

〈 取 組 〉〈 施 策 〉

〈 取 組 〉〈 施 策 〉

(1)

生活困窮者・無職失業者に
関わる自殺対策の推進

生活困窮に陥った人に対する「生きることの包括的な支援」の強化ア

支援につながっていない人を早期に支援へとつなぐための取組の推進イ

多分野の関係機関が連携・協働する基盤の整備ウ

失業者等に対する相談窓口等の充実エ

経済問題以外の諸問題を抱えた人の孤立の防止オ

(3)

勤務・経営問題に関わる
自殺対策の推進

勤務問題による自殺リスクの低減に向けた取組の推進ア

経営問題に関する取組の推進イ
(2)

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

女性の自殺対策の推進

妊娠期から子育て期までの女性への支援ア

就労する女性への支援イ

コロナ禍で顕在化した課題に対する支援ウ

(4)
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